





会計基準審議会（International Accounting Standards Board, IASB）では、長年にわた
って、保険契約に関して独立した会計基準の開発を継続しており、2013 年 6 月に国際財
務報告基準（International Financial Reporting Standards, IFRS）の二度目の公開草案
「保険契約」（以下「2013 年 IFRS 公開草案」）を公表している。本論文では、上記のよ
うに他の取引と区分されているところがみられる保険契約の会計上の取扱いについて、損
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って、保険契約に関して独立した会計基準の開発を継続しており、2013 年 6 月に国際財
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保険契約（第 3 章） ① ②
保険契約以外の取引（第 4 章） ③ ④
・会計処理に関する法令・会計基準等
① 保険業法、保険業法施行規則
② 2013 年 IFRS 公開草案
③ 企業会計原則、企業会計基準第 15 号「工事契約に関する会計基準」等

































































6 保険契約、共済契約その他いかなる名称であるかを問わない（保険業法第 2 条第 1 項）。
7 保険法第 2 条第 1 項
8 保険法第 2 条第 1 項、第 5 項
9 保険法第 2 条第 8 項
10 保険法第 37 条
























12 保険法第 2 条第 6 項
13 保険法第 3 条
14 被保険利益と呼ばれる。
15 保険業法第 3 条第 1 項、第 2 項
16 保険業法第 3 条第 3 項





























21 注 19 参照。














































































32 2013 年度の日本の生命保険会社の経常収益は各社の合計で約 53 兆円であるが、そのうち保
険料等収入が約 36 兆円であり（ほかに資産運用収益が約 11 兆円等）、経常費用では各社計約
50 兆円のうち、保険金等支払金と責任準備金等繰入額を合わせると約 43 兆円を占めている（生
命保険協会（2014b）p.17）。
33 本論文では（管理会計ではなく）財務会計の観点を前提とする。
34 ASBJ（2006）第 1 章第 2 項
35 ASBJ（2006）第 1 章第 3 項










































準（Generally accepted accounting principles, GAAP）が存在しないため、保険監督の

















45 保険業法第 54 条の 3 第 2 項
46 保険業法第 116 条第 2 項
47 平準純保険料式が指定されている（ほかにチルメル式がある）。
48 予定死亡率と予定利率が規定されている。

































































































































66 ASBJ（2006）第 12 項













資産負債アプローチは、1976 年の FASB 討議資料において、従来の収益費用ア
プローチと対比する形で提起された。続いて、1985 年の FASB 概念書第 6 号で、
資産負債アプローチに基づく財務諸表の構成要素が定義された。その後、2004 年に





















































75 金融商品会計に関する実務指針第 13 項
19












































































































度目の公開草案が公表された。2013 年 IFRS 公開草案に対するコメント募集を経て、引
き続き、最終基準化に向けた議論が継続している。
以下では、2013 年 IFRS 公開草案のうち、特に損益計上と関係の深い部分について概
観する。
第１項 保険契約の測定





























































のされている。IASB は具体例（金額単位は省略）として、90 となる確率が 50％































































あった（IASB（2013）BC117）。2013 年 IFRS 公開草案において、割引率の変更による変動






























































































































120 2013 年度の日本の生命保険会社の合計で、保険料等収入が約 36 兆円、保険金等支払金が







































































IFRS では、製造業者、販売業者または小売業者が発行する製品保証を IFRS 第 4
号の適用外としており126、IFRS 第 15 号が適用されていくことになる。






















































































































































る IAS 第 32 号「金融商品：表示」、IFRS 第 7 号「金融商品：開示」および IFRS



































































148 金融商品会計基準第 3 項、第 4 項
149 金融商品会計基準第 25 項
150 金融商品会計基準第 52 項
151 金融商品会計基準第 88 項
152 金融商品会計基準第 55 項


























154 金融商品会計基準第 10 項
155 金融商品会計基準第 11 項
156 金融商品会計基準第 6 項
157 金融商品会計基準第 54 項
158 金融商品会計実務指針第 102 項

























































するために必要となると考えられる（第 3 章第 1 節参照）。
161 そのため、提供される保険商品の内容のみならず、保険サービスを提供する保険会社の健





























































































① IAS 第 11 号における工事契約168


























② IFRS 第 15 号における工事契約169














































































































険事業における会計処理の一部として把握する観点が必要であることをみた（第 1 章第 3
節、第 2 章、第 4 章第 2 節第 2 項、第 4 章第 4 節参照）。
また、保険契約は、他の継続的なサービスと同様に、一定の期間にわたってサービスを
提供するものであることを確認した（第１章第１節、第 4 章第 1 節参照）。
期末時点のサービスの提供の進捗を測るためには、工事契約に関する会計処理も参考と
すれば、多数の保険契約を一体として捉えることにより、保険契約からのアウトプットを
進捗の指標とすることが許容されると考えられた（第 4 章第 4 節参照）。
そして、進捗度が決まることにより、当期に対応する収益・費用が確定する。期間損益
の計算にあたっては、経過勘定に相当する要素を計上することで、繰延・見越の調整を図







れる（第 4 章第 3 節参照）。
したがって、保険契約では、従来の収益費用アプローチにおいて据えられていたような
損益計上の考え方をいかすべきであるといえる174。会計の計算構造として、資産負債アプ
174 2013 年 IFRS 公開草案では、保険契約の公正価値評価によって発生する初日利益（Day1
gain）を繰り延べるために負債（契約上のサービスマージン）を計上するが、これは未稼得の
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International Accounting Standards Board (IASB) (2013) Insurance Contracts. Exposure
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International Accounting Standards Board (IASB) (2014) IFRS 15 Revenue from Contracts
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